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［連絡先］〒166-0002　�杉並区高円寺北 3-12-1�
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８回目を迎えた今年の保養には、福島から１７家族５３名、
杉並から２家族５名、スタッフ３１人が参加しました。

　台風１０号の影響で、当初のスケジュール案は変更の連続でした
が、地元の盆踊りに参加できなかった以外は全てやりました。
　室内外の遊び、一票投票で３組が一位となったカレー作り、ピザ・
パン作り、流しそうめんも好評でした。震災当時（小学４年生など）
を振り返りながら、福島の話を初めて聞き考える若いボランティアス
タッフ、友人を誘って参加するスタッフも増えていて、福島の人たちと
いっしょに作る保養も大切な時を迎えています。
　カンパをはじめ支えて頂いた皆様、ご協力を頂いた皆様に心から
御礼申し上げます。

「福島の子ども保養プロジェクト・杉並の会」事務局長 斎藤正明
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協賛団体・企業（店舗）

「福島の子ども保養」の活動は、ますます必要とされています。
今後も、この活動は継続していく所存です。
引き続き皆さまのご支援・ご協力をお願い申し上げます。
カンパは以下の口座にて随時お引き受けしています。

子どもたちがとても生き生きとしていて、よい表情をたくさん見
ることができました。今回も、富士登山、流しそうめん、ドッ
ヂボール対決、キャンプファイヤー、ピザ作りなど、普段で
はできない経験をすることができて、よかったです。

ほかの参加者や杉並の方、大学生、ボランティアの方の
考えや想いを知ることができ、大変勉強になりました。福
島の子どもたちのためにいまでも活動してくださる方々 がい
ることに、感謝の思いでいっぱいです。

同じ福島の人でも、地域や年齢、経験、価値観など違
いがあり、それぞれの想いを受け止める機会になりました。
それと同時に、同じく子を持つ親として、福島で生きていく、
福島で子育てをしていく仲間と出会えたことは心強く感じま
した。

山梨県の自然の中で子どもたちが自由に遊び、スタッフや
ボランティアの方々 と交流しながら、大人も子どももゆったり
した心で過ごせたことが、一番良かったことです。様 な々
遊びの用意もありがたかったです。次回機会があれば、
家族で挑戦したいです。

　参加者からの
─アンケートから─
声

第８回「福島の子ども保養プロジェクト・杉並の会」子どもたちの笑顔ととも
に、無事終了！子どもたちのたくさんの笑顔とともに、お父さんやお母さんの「交
流したい！」という熱意に支えられて意義深いものとなりました。ここに写真ととも
に報告集にまとめました。どうぞご覧ください。
「福島を忘れない！」を合言葉に始まった保養はこの８年間、皆さんの貴重

なカンパによって支えられてきました。今年も無事終了することができましたのは、
杉並の人たちはもちろん全国の皆さんのご協力があって続けられてきたのです。
心から御礼申し上げます。私がこの８年間の保養を通して感じているのは、「子
どもたちが落ち着いてきた！」ということです。最初のころ福島の子どもたちがい
かに過酷な状況に晒されてきたか、あらためて感じています。「お父さんやお母
さんも、ずいぶんゆとりができてきた！」というのが実感です。
この取り組みはできる限り長く続けていくことが必要です。この報告書の発送
をもって、御礼と感謝に代えさせていただきます。

「福島の子ども保養プロジェクト・杉並の会」代表　長谷川和男

2019年8月12日月㊡～8月16日金  @杉並区施設「富士学園」
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後援：杉並区／杉並区教育委員会／杉並区社会福祉協議会
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第8回

福島の子ども保養
プロジェクト・杉並の会

繰越

収入

次期への繰越 1,467,394 円

繰越残高 1,746,897円
参加費（福島／杉並） 296,970 円
参加費（スタッフ） 320,000 円
寄附金 1,813,943 円
ラッシュジャパン・助成金 500,000 円
街頭募金／協賛店舗設置の募金箱ほか 111,992円
計 4,789,802円

支出
宿泊費 2,341,850 円
バス代（福島 - 山梨　往復） 476,740 円
活動費（保養レクリエーション材料費など） 216,123 円
諸経費（スタッフ交通費・旅行保険など） 109,735 円
運営費（会議・郵送・印刷など） 77,960 円
報告会・報告集など（予定） 100,000 円
計 3,322,408 円



8/12	 富士学園到着
	 オリエンテーション
	 キャンプファイヤー・花火大会

8/13	 富士山お中道巡りコース
	 忍野八海探検コース[小さいお友達]
	 スイカ割り
	 大人たちの交流会

8/14	 カレーつくり・パンつくり
	 肝試し

8/15	 流しそうめん
	 さかな公園で水遊び
	 大人と子どものドッヂボール大会

8/16	 さよなら会
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キャンプファイヤーの火の神
は、福島からの参加者の親
子。燃え上がる火を囲んで

「燃えろよ！ 燃えろ！」と歌
を歌ったり、学生ボランティ
アのリードで踊ったりと、子ど
もも大人も大興奮。

花火屋さん直伝の
大迫力の打ち上げ花火

工作、夏休みの宿題
これで OK

パパカレー、ママカレーが
やっぱり一番人気！

福島からの参加者、お父さん、お母さんたちとスタッフの交流会。
福島の人の話を初めて聞いたという学生ボランティア。
福島のこと…知らなかった！　もっともっとたくさん話をしたいよね。

午前中は本格的な雨の降りかただったので、
流しそうめん「命」のスタッフが、念入りにテ
ントの中に装置を作ってくれていた。ところが
昼頃には雨もやみ日がさしてきたのでビックリ。
さすが強運揃いのスタッフ。

小雨だったり、
激しくふったり… 
でも雨にも負けず
テントの中でカレー作り。
焼きたてのパンは最高！
子どもも大人も大喜び。

キャンプファイ
ヤー

流しそうめん

カレーコンテス
ト

パンづくり

水遊び

スイカ割り

工作

肝だめし

富士山

館内を消灯して、遊び隊の若者た
ちが工夫を凝らしてお化けになる。
ギャー怖い！　でも楽しい！

「今年は泣かなかったよ！」


